
1.はじめに

　 近年,携帯端末は高機能化し,位置情報の取
得,モーションセンシングなど様々なセンシ
ングが可能になった.携帯端末の高機能化に
伴い,foursquare1やセカイカメラ2など多く
のロケーションサービスが利用されている.
これらは主にソーシャルネットワーキングの
文脈で用いられるサービスであり,多対多も
しくは一対多の関係性で生じるコミュニケー
ションを扱っている.しかし,その一方でメー

ルでのコミュニケーションのような一対一の
関係性を対象としたロケーションサービス
はまだ登場していない.内田は携帯端末にお
けるメールでのコミュニケーションが身振り
手振りや表情などのノンバーバルなコミュニ
ケーションを排除している点で,相手との心
理的、物理的距離感がわかりづらいと指摘
している.さらに,モバイルメールの特徴とし
て非身体性を指摘し,メール操作が均質的あ
るため,より相手との心理的な距離感が把握
しづらいと指摘している.　　
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mailTraveller : 位置情報と身体性を利用したメールコミュニケーション
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We propose a mail application, “mailTraveller”,that can expresses the sense of psychological, physical distance 
by using embodiment.The purpose of this application is to visualize the nonverbal communication by the mail 
communication. Users operate the mobile phone like plane before transmitting mail. Our application acquires 
the inclination and acceleration by the operation and displays the virtual location information of the mail on the 
map attached mobile phone. The mail is reached gradually by repeating the operation several times. In 
addition,mailTraveller search photos on Flickr based on the virtual location information ,and attaches the photos 
to the mail. In this paper, we report some experimental result. 
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メールを題材に,相手との距離感を可視化することを目的として,均質的であるメールの送信操作に「投げる動作」という
身体性を加え,投げ方によってメールのコンテンツを変え,メールにノンバーバルなコミュニケーションが持つ心理的,物
理的距離感を付与することを目的としたアプリケーションmailTravellerを提案する.mailTravellerは携帯端末によって
取得される傾き,加速度を元に仮想的なメールの位置情報を取得し携帯端末上の地図に描画する.この飛ばす動作を複数
回行うことによって,メールはメールの受信者に近づいていく.また,メールの仮想的な位置情報を元に画像共有サービス
Flickrの中から写真の検索を行い,仮想的な位置情報の近隣で撮影された写真をメールに添付する処理を行っている.本稿
では,実験的な運用を通して得られたmailTravellerが与えたノンバーバルなコミュニケーションへの影響を紹介する,



　 そこで本研究では,メールという主に一対
一の関係性で用いられることの多いコミュ
ニケーションを題材に,相手との距離感を可
視化することを目的として,均質的である
メールの送信操作に「投げる動作」という身
体性を加え,投げ方によってメールのコンテ
ンツを変えることで,メールにノンバーバル
なコミュニケーションが持つ心理的,物理的
距離感を付与することを目的としたmail　
Travellerを提案する.mailTravellerは位置情
報および加速度を取得できる携帯電話機で
動作するものであるが，現在はApple社によ
る i p h o n e 上 に実装した．本稿では
mailTravellerの概要を述べ，試験的な運用
を通して得られた考察について述べる．

2.mailTraveller　

　 mailTravellerは,送信者が，紙飛行機を飛
ばすかの様に携帯電話を身体的な動作を用
いて操作する．送信者は，受信者との物理的
な距離に応じて，投げる動作を複数回行う必
要がある．強く投げれば仮想的なメールの飛
行距離が長くなるためその回数は少なく，
弱く投げれば飛行距離が短くなるため投げ
る回数を増やすことができる．そうした身体
的な動作の履歴を、Web上の地図サービス
および写真共有サービスを用いて可視化する
ことによって，心理的・物理的な距離感を演
出している．

　携帯電話によってメールを投げた強さや方
向を取得し,仮想的なメールの位置情報逐次
的に計算する.投げるごとに計算した位置情
報を携帯電話のローカルに配列として保持
し,メールを最終的に送信する際に,メッセー
ジと共に保持した位置情報の配列をサーバに

送る処理をする.送信した位置情報の配列を
元に写真共有サービスFlickrからジオタグが
付与された写真を検索し,メールに添付する
処理を行った上で送信する.そのため,メール
の受信者は普段のメッセージの他に複数枚
の写真が添付されたメールを受信することに
なる.送信した位置情報の配列を元に写真を
取得しているため,送信者が小刻みに投げる
ほど多くの写真の写真を取得しているため,
受信者はより多くの写真を添付されたメール
受信することになる.
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図１. システムの概要
fig1. The System Architecture of mailTraveller
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次に,mailTravellerの実行画面とその機能の
詳細について述べる（図2）.

設定画面
　 ここでは,メールアドレス,受信者の位置情
報を入力する．受信者の現在の位置情報を
検索できることが望ましいが，現在の実装
では，受信者がメールを受信する可能性が高
いと考える位置情報を送信者が手動で指定す
ることとした．その情報と送信者の位置情
報を元にして，お互いの物理的な距離と方向
を計算する．

メイン画面
　 メイン画面では,加速度センサで取得した
情報を元に現在メールがある位置を仮想的に
計測し,可視化する. 携帯端末を紙飛行機を飛
ばすように、投げる動作を行うことによっ
て,加速度センサから投げた強さを取得し,そ
れをメールの現在地としてマップ上に反映さ
せている. 投げる動作を行い,モーションを取
得するごとにその情報をパラメータとして
ローカルに保持し,メールの現在地と今まで
の飛行距離の合計やメール受信者までの物理
的な距離が更新されていく.そのためメール
を相手に届けるためには,ユーザーは複数回
携帯端末投げるような動作を行い,仮想的な
地図上でメールの現在地を相手の位置に近づ
いてけてゆく.この動作を繰り返し行うこと
で仮想的なメールの位置が受信者の位置から
ある一定の範囲に辿り着けば，メールを送信
することができるようになり，画面が送信
画面へと遷移する.

送信画面
　通常のメールと同様に，メッセージを入力
して送信ボタンを押すと，身体動作を繰り返
したことで得られた位置情報の配列から仮
想的なメール送信の経路全体が地図上に表示
される（図2右上）．

メール送信結果
　 仮想的に生成された位置情報の配列を
使って写真共有サービスFlickrから位置情報
に関するタグであるジオタグがタグづけされ
ている画像を検索する.検索によって得られ
た複数の画像をメールに添付し，最終的に
メールを送信する．配列の中のぞれぞれの位
置に画像がある場合は画像を取得するが,海
上や山岳地帯など近隣に画像がない場合に
はその地域の画像は取得しないため必ずしも
投げた回数と同じ枚数の画像が添付される
わけではない.
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メイン画面 送信画面

メール送信結果

図２.mailTraveller実行画面
fig2.The execution of mailTraveller

情報処理学会　インタラクション2011



3.おわりに

　 mailTravellerを用いてメールを送信する
際,携帯端末を紙飛行機のように投げるとい
う身体的な動作の履歴を添付された写真の
枚数で可視化することにより,あえて何回も
弱く投げる動作を行いより多くの写真を添
付を試みることや本来の方角とは異なる方
向にメールを投げ,相手の好きな場所を経由
してメールを送信するなどノンバーバルなコ
ミュニケーションが促進されることがわ
かった.一方で,写真の取得は位置情報のみで
行っているため,どこにでもありそうな風景
が検索で取得されてしまった場合,実際に
マップ上の地域を経由したのかがわかりづ
らい.たとえば、オーストラリアを経由して
日本にメールが届けられた場合,オーストラ
リアの空の画像など一見しただけでは経由
しているのかわかりづらい.これを解決する
ためには,本文の最後に経由した地名を自動
で付け加えるなど工夫が必要である.また,本
来ノンバーバルなコミュニケーションは表
情,身振り手振りや間合いの取り方など多種
多様な表現が存在している.そのため現在の
mailTravellerのような写真の枚数のみで相
手との心理的な距離感を評価するのは不十
分である.ノンバーバルなコミュニケーショ
ンに見られる様々な感情表現をより多面的
に評価し,相手との心理的な距離感を可視化
するためには,複数の評価軸を設定していく
必要がある.

　 また,相手との物理的な距離感を得るため
の位置情報や相手のメールアドレスを手動で
入力することは一般のメールと比べ,手間が
かかりすぎる.ユーザーテストを通して,数種
類のユーザーインタフェースの実装と実験を
行い,最適なインタフェースを模索していく
ことが求められる.さらに,携帯端末のローカ
ルにあるアドレス帳とmailTraveller内のア
ドレス入力の間に互換性を持たせることなど

利便性の向上が求められるだろう.相手の位
置情報入力に関して,現在は緯度経度を手動
による入力行っているが,利便性向上のため
地名を入力する方式に変更し,地名からリ
バースジオコーディングを行うことで地名か
ら相手との物理的な距離の取得する方法の
実装を始めている.今後も引き続き,ノンバー
バルなコミュニケーションを活性化するため
の感情を評価する仕組みを数パターン提案
し,その有効性を検証していく.
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